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temperatureas･theseason-advanced･Countingof

tIletotalnumberofeggsintwicetofivetimes

･iepeatcdtestsweremadeatregularintervals･

OfthetwohastfamiliesbelongingtoRosaceae

and Rhamnaceae which have･already been

reported by many authorsin･Japan,Rosaceae

Ifruitsarcpreferredof･thoseofthelatter.AccordingI

totheexperimentalresults,thefemalemothsome･

timeslayShereggson･theglassbollcoveredwith

cotton and rare一yon.theTUgOuSSurfaceoftlle

broklcnglasshal),Thisf〉henomenonsuggeststhat

oneofthemostimportant-factbrsaffectingthe

peachfruitmoth､inthe-susceptibilityofhostsor

host.selc'ctionisthestiuとtureoffruitsurface.

AsmaybeseenintheaccompanyingTables2･4,
thespecificandvarietaldifferencesoffruitin

theovipositionpreferencearerelated,inah'gh

depcndcncc,tothe ntlmberofhairsonthefruit

surhce･Thatis,considerably lPOreeggsWere

foundonhairyquinceandpeachthan onhairless

apple nTld pear.Moreover,tin thecaseofthe

app一e,l九eOrderofchoicewasMclntoshTedand

Jonathan,Jarahead,thenIndo and Fameuse;

andRalls】aggcdfarbehindtheabovevarieties.

Thefruitsurfaceisdividedintothreearpas,cavity.
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medium･andbasinwhicllisahairyportion.The'

sam'etendencyofpreferencewasobscrvcdinthe

一astone,a9-obseⅣedinthevarietaldifference.It

王sclear一yindicatedthattheovipositionpreference,
inotherwords,wasrunning parallel,withrthe

hairycharacterofapplesurface.

IntI一eCourseOftheexperimentstofindwhich

senseisparticularly-related totheovipositional

natvr?, severa一treatmentsoftheoptic,tactile

andolfactoryorgansweredone.As maybesein

intheTab一esand Figures3-5,itis.foundthat

some eggswere delivered by the moth in a

darkenedcageand thefemalewasmoreorless

attractedontheg一assballcoveredwithabsorbent

cottonoreven on tilenakedonewith rugous.

surface.Judgingfrom thesefacts,itisdoub血ュ

tos争ythattheovipositionpreferenceofthismoth

iscausedchiefly by theresponsesofopticand

､olfactorysenses.Final一y,SofaraSisgiveninthe

presentpaper,itmaybeconcludedthatthepcach'

fruitmothislargelyresponsiblefortacti一esense.

Inthisgrounditm'aybethoughtthattheantennae

aremostimportantreceptorcausing thetactHe

senseforoviposition andaremost一yafEectcdbシ

ーhenumberofllairsonthefruitsurface.

ErfcclofAtltenlleCtOmi2=ation upoJltllCRもproductivi一y ofllleAzukilican Weevil,

CallosobruchuschinensisL.Sh6ichiF.SAh'̂0̂M (ZoologicalInstitute,IFacu一tyofScience,.

rlokkaidoUniversity,Sapporo).ReceivedSep.13,1956. Botyu･Kagaku, 22,10-12,̀1957,

(withEnglisllr壬三um色,12).

2, アズキゾウムシの増殖におよぽす触角除去の影響 坂上昭一 (北氾辺大学 理学部 動物学

救rii)31二9.13 受理

謹 ん で 暴 川 底 曹 博 士 の 古 林 を 祝 賀 し奉 る.

アズキゾウムシの相称 こ触lTJがどのような役割を果しているかを検討するT=めに, 成虫の触角をTJd一

也とも除去し,liz;･卵をおこなわせた.その組釆次代の卵数及び成虫数ともに対P.(i区との仙こ有志Zi
がみとめられず, 触穴=よ与えられたER欧条件のもとでは,本種の増雅過程に3E褒な役割を果してい･

ないと考え･られた. ′

貯殺告虫を用いる実験JW体刑の研究には,生活空間･

としそ一つd)閉鋭環境が与えられることが多い.この

句は いろいろ検討されるべき悶超を含んでいるが,そ∫
の一つとして空間内における個体の避退琉皮が高く,

このpgiが増殖率に拶響することが考えられよう.この

点を分析するには,所与空尚の大きさをいろいろかえ

ることによってもできるが,また動物主体が環境と抜

髄する通路である知覚･運動の雨樋力に稜々の制限を ､

加えることによってもなされよう.著者はこの見地か
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らアズキゾウムシ CallosobruchuschinensisL.杏

川い,まず多くの昆虫において詔要な感光村田の班巾

している触角を除去した場合,交信 ･産卵両行動に対

する何等かの諺雪削こより,増殆率にその結果があらわ

れるか石かをしらべた このこ ろゝみは既に石井ZJに

よって別の見地からではあるがなされており,著iE.の

柑た結果もその場合と同じといってよい.しかし偶作

桝田姫という見地からあえてC.ゝ に和ずることとした･

実験材料ま京都大苧環学部昆虫学研究宝より与､たヾ
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いたものであり,こ にゝ悶研死窮円田俊LTF教授ならび

に伊J7_ifE祁凪 こ拝謝の忍を訳したい･ ､'

共験方法および結果

まず触f]除去が成虫の生存日数に雄響するか石かを

検討した.そのため羽化後 24時間以内の未交信胴体

をユニテル麻酔し,対Em個体はそのま ,ゝ実験胴体は

左右の触角を述部からきhとったのら,径 1.5cIも,閃

き5cm のガラス管に 5匹ずつ入れ 純栓後 270,

関係湿度 80% に放田, 以後24時間ごとに苑死m休 ･

数をかぞえた.結果は節1表にしめすごとく,触角除

去によt)89 ともに生存日数の変化はみとめられな

い.そこで同様の処理を施した桐体刑につき,昭那串

への彫轡をしらべた.

実験には径 8cm,閃き 1.5cm のペ トリシャーレ

をもちいた.菜をうらがえして氾皮を約 80% に調印

するため飽和食思王水を1/2ほど入れたのち,ガーゼを

はり,その上に小豆 10g を各校がちらぼらぬように

中央に一様にならべ,処理胴体 8早4匹ずつをはな

し,上にシャーレの底をかぶせ,全体を 270 にたも

った.成虫の死後卵教を小豆各陀ごとにかぞえ,班に

そのま 放ゝ置して次代成虫の羽化後その胴体数をかぞ

えた.実験及び対照ともに各10円ずつ平行しておこL

なった.その平均結果は節2誌…耶1列に示されている.

表示するごとく実験郡と対,q郡とのrn)には有意差が
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みとめられない.すなわち側Ill除Ii三はFM邦串には何等

の土tZ哲をもあたえていない.次にとれらの卵からかえ

った次代成出払ま.勿.m触llJ除i･とはRll乞田係がない.

しかし胴附 tW 机 すわならら次代はどの伯の成山個

体五'Lではじまるかを比較するため災ホした/宍験 ･対

mlLTd-TiYがほ 1'芯しい大きさで州別を関的tJうろことは

明らかである.

このようTJ約1にには次のような可能性が巧.えられる.

実際には触角除去は交FiT:1び産卵行動を遅延させる･

しかし成虫が生存日数一杯故田されるため.この遅延

を充分とりもどすにたる時rI"Jbi与えられることになる

のではないか.

この点を検討するだめ,前記同様の方法をJT]い,た

成ゞ山を 10,5,3日ロにシ.ヤーレからとりのぞき一

雄卵数及び次代成山肘J休教をかぞえた.丸fi米は郡2袈

郡2列以下にみるC:とく,当然F,･えられる胴作五年のは

少 (伯し5日区と3日区とのrLTqには茄がみられない)

以夕舵 は別に変化なく,対,q7げと火験粥とはいずれの ＼＼

場合にも;fjJa差を示さないL(10日区の次代成虫数は等

分散母Lf長田に桶するとみなされず,近似法によって検

托した).

次にこれら謂実験における小豆 1粒あたりの産卵数

の析皮分布を節 1図に示した.こ でゝも実験群と対爪

刑との間には顕yJ:な丑がみられない.この場合5日区

の分布のみが他とことなって1位2卵にピークを示し'

Tab一e1. Durat王onofadultstageofantennectomizedandcontroHndividualS･

Daysafter
emergence

Numberofindividualssurvivcd

1 2 3 4 5 6 7 8 ー9 10 ll 12 13 14

Antenne･
ctom王zed

50 50 50 50 5049 47 43 3929

5q_50 50 50 5050 47 45 4228

10010010010010099 94 88 8157
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Table2. Effectofantennectom王zntl'on tlpOn therepTOductivity under
thec'ondit王onof48+49pcr10gazukibc.1ng.

Meansofnextgeneration
indiv王duals

Durat;ongivenfortheperformanceof
reproductivebehaviours(days)

Untildeath lO 5 3

JI17.5(1683.6) 539.4(2163.8) 215.3(2669.0) 235.4(2744.2)

434.0(1945.3) 329.9(1859.2) 262.5(2578.9) 岳49.4(3084.4)

301.1(J4307.4) 202.5(1961.9) 125.4(848.6) 151.4(2211.2)

341.8(3427.6) 215.9(316.5) 150.2(334.1) 144.2(2197.7)

VLtrianccinparenthesis

ll



防 虫 科 学一節 22 巻-I

StZtraqJO
JaqEn
N

qO00000･? ●AlJ一

■■ ､､■､tI
I

I-礼■､ l

00(∫00000000 ､.､.k､ :-ち

X..■-ヽ
､■ヽ

ー Jt J- -

_-x ､1

一､一㌢ 云 二 ∴′~■ヽJ- -

一一一■{ '' 丁.I,<､ 一tl

000 ヽヽI:×､サ ー 一二 -

･ Numberofeggsperbean

Fig.1. D王stributionofthenumberofeggs

perbeaninantennectomized(一一-x･一･一一･.)and
control(- ●- )groups.A,B,CandD
arc3.5,10daysanduntildeath respectively

(cE.Table2). 1

1柁1卵の勘合も多い.その原因については不明であ

るが,このⅠ掛こも実験･対照両群に差のないことは明

らかといえよう.

ES 1 EZ3

班に石井･])は本校の寄主送択に関する研究において

触J伯 ilの火映をおこない,この処理によって産卵は

何等の七tZ皆をもうけぬことを報じている.著者の実験

では火_OJliの両性を処理することにより,触角除去が

アズヰゾウムシの産卵総数及び小豆1粒あたりの産卵

･nの分抑 こ砧皆をおよぼきぬこと,換言すれば,触角

はかゝるm鋭群坑において交Fiおよび産卵行動に,従

とよりこのことから広義の生軌行動に納 てヽ触角の坑

ずる役割を否定するのは早計であろう.鈴木空)は舶允

が本種の温床勾配への定位に蛋要な宕我をもつ ことを

みいだしており,将来はかゝる環境条件に勾祝をもた

せた状況についての研光ものぞましいとおもう.なれ

石井1)は本柾の産卵行動に小股幻,下宿琉及び超卵管

が主な役割を来すのではないかとのべている.著者の

両性ロボ被班の予備実験では,方法が不完全なためか､

結果にマレが多く,ある例では平田との問に全く差が
みとめられなかった.しかし全く産卵が行われなかつ

.た例,●及び小豆1位あたりの産卵数分布の央絹 (たと

えば1粒あたり㌘(1),5(2),3(2),2(1),1(6)とい

った分布,括弧内は小豆!･iTf.数.19 による結果)の出

現などからみて,日掛まある役割をもっていることが

推定される.

摘 要
′

アズキゾウムシの閉鎖環境での昭雅率に対する各柾

知覚 ･遅効磯雄の果す役剤を枚討するため,まず触Tlj

除去の雄饗をしらべた.その結果,､両性の触角除去は

成山生存E]数には誰響せず:また (4849)/(小豆

log)の条件下で産卵総数, 小豆1粒あたりの魂卵数

の分布にも雄轡を与えず,したがって次代は対P.(榊 と

大差ない成虫数で産卵を開始しうることが示された.
ヽ
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R占sum昌

～
Asthefirststeptoanalyzether81eofvarious

sensoryandmotorcapaciti'esinthereproduction

ofthea2:ukibeanweevi),Callosobruclluschinensis

L‥ rearedunder血econfinedenvironment,the

effectofantennectomization upon the repro･

ductivitywasnleaSuredbythenu,mberofcggs

oviposited. Antennectomization of both sexes

beforecopulationresulted, however, under'the

condition of48+49 withlOgofbeans,po

significantchangeoftheduratioT10fadu一tstage,

numberoftotaleggsovipositedanddistribution

of eggs per bean..Consequent一y,thesecond

generationshowednomarked difrerence'inthe

numberofadultemerged.


